第10回医事チーム会議録

と　き：H18.9.12　　　16:35～17:35

ところ：本部2階会議室
出席者：C.E.O.・江刺家I.O.O.・玉田I.O.O.

金子I.O.O.・高橋G.O.M.

佐藤ガバナーC
記　録：北村

１：医療機能評価について

２：業務個人管理票について

３：医事の電話応対について

１：医療機能評価について

· 予備受診を受けるか、そのまま本審査を受けるかについて⇒予備審査を受ける
→予備審査を受けることで指摘された点を本審査で攻略できればｖｅｒ５への近道

→事務系部門で予備審査までに準備ができない状況であれば、本審査へ向けて始動

→看護の記録・診療記録といった面では問題はないが、事務系部門に問題あり

→施設管理・備品管理・図書管理といった部分で整理を行うなど各部署での問題部分は

　何かを追求し、解明をすること

→予備審査代＋本審査代＝１６０万円　本審査代１２０万円　留保代２０万円　

　予備審査代だけでは６０万円だが、今回は割引キャンペーンでお得である

　予備審査を受けるからには留保は許されない状態

· 本審査…来年８月

２：業務個人管理票について

· 榮田さん

残価が合わない状態が３ヶ月続いている

原因究明を早急に行い、残価を合わせること

· 医事と経理のどちらかのミスがある⇒伝票とＪＤＬとの合わせをすること

· 松林さん

会計カードの進捗率と内容に問題がある

毎月10日迄を区切りで終わらせる⇒半月分で計算しなければならない

病棟などへ行き、カルテの確認をする

リスクマネジメントに対応すること

業務を月末に集中させないこと

３：医事の電話応対について

· 理事長スケジュール確認後の対応を行うこと

例・・・理事長がどこかの施設などにいると分かる場合は医事から現場へ転送する

　　　　できるだけ電話を待たせないようにすること

· 転送の仕方やマニュアル・応対トレーニングをシッカリ行うこと。







